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“食べやすい虫こぶ”の記憶が、“食べにくい虫こぶ”を守る

虫こぶとは、昆虫などが植物に寄生することで形成される、こ

ぶ状の構造です。本研究では、マンサクの芽に寄生する近縁な2

種のアブラムシがつくる虫こぶに注目しました。一つは、内部が

単純な一室構造をもつマンサクメイガフシ、もう一つは、内部が

複雑に入り組んだ多室構造をもつマンサクメサンゴフシです。

野外では、これらの虫こぶに大きな齧り跡が見つかっており、研

究チームは、哺乳類や鳥類などの捕食者が虫こぶを利用してい

る可能性を調べました。

2017年から2019年にかけて、青森県の白神山地、岩木山、八

甲田山で野外調査を行った結果、虫こぶの主要な捕食者はヒメ

ネズミとヤマネであることが分かりました。虫こぶの内部では

アブラムシが繁殖し、甘露も蓄積しています。捕食された虫こぶ

ではアブラムシ数が大きく減り、甘露も失われていたことから、

ネズミたちは虫こぶ内部のアブラムシや甘露を目的に捕食して

いると考えられました。

室内実験では、ヒメネズミに2種類の虫こぶを与え、捕食にか

かる時間や得られるアブラムシ数を比較しました。その結果、　

単純な構造のマンサクメイガフシは約40秒で食べ終えられ、約

120匹のアブラムシを捕食できました。一方、複雑な構造のマン

サクメサンゴフシを食べるには約80秒かかり、捕

食できるアブラムシ数も約65匹にとどまりました。

つまり、マンサクメイガフシは「食べやすい虫こ

ぶ」、マンサクメサンゴフシは「食べにくい虫こぶ」

だったのです。さらに興味深いことに、虫こぶを食

べた経験のないヒメネズミは、最初は2種類の虫こ

ぶを同じ程度に選びました。しかし、5日間にわたっ

て両方の虫こぶを経験させると、ヒメネズミは食

べやすいマンサクメイガフシを好み、食べにくい

マンサクメサンゴフシを避けるようになりました。

これは、ヒメネズミが経験を通じて虫こぶの違い

を学習し、その記憶に基づいて餌を選んでいるこ

とを示しています。

野外調査でも、2種類の虫こぶの割合に応じて捕食のされ方

が変わることが明らかになりました。マンサクメイガフシが多

い場所では、主にマンサクメイガフシが捕食され、マンサクメサ

ンゴフシはあまり襲われませんでした。一方で、マンサクメイガ

フシが少なくなると、マンサクメサンゴフシも捕食されるよう

になりました。特に、マンサクメサンゴフシは集団中で約65％

以上を占めるまで捕食されにくいことが分かりました。この結

果は、捕食者の学習によって、食べにくい虫こぶが捕食から守ら

れる状況が生まれることを示しています。複雑な構造をもつマ

ンサクメサンゴフシの防御機能は、それ自体だけで成り立つの

ではなく、ヒメネズミが「食べやすい虫こぶ」を記憶することで

初めて効果を発揮していたのです。

本研究は、捕食者の記憶や学習といった認知能力が、獲物とな

る生物の共存や多様性の維持に関わることを示した重要な成果

です。動物の行動は、単に目の前の餌を選ぶだけでなく、他の生

物に新たな生息空間、すなわち生態的ニッチを生み出す力を持っ

ているのかもしれません。今後、他の捕食者や虫こぶ形成種でも

同様の仕組みが見られるのかを調べることで、認知能力と生物

多様性の関係がさらに明らかになることが期待されます。

動物は、経験を通じて「食べやすい餌」や「効率よく得られる餌」を学習します。では、そのような捕食者の記憶や学習は、自然界の
生物多様性にどのような影響を与えているのでしょうか。弘前大学、広島修道大学、東京大学との共同により、マンサクに形成される
2種類の虫こぶを対象に、捕食者であるヒメネズミの学習行動が、虫こぶをつくるアブラムシの共存に関わっていることを明らかにし
ました。

山尾 僚
やま  お　 あきら

Kikuchi K, Koishi H, Okuda K, Ikeda H, Sasabe M, Yamawo A(2025). Associational effects of closely related insect galls 
on rodent predators mediated by predator learning. Proceedings of the Royal Society B: Biological Sciences 292(2060):  
20252546. DOI: 10.1098/rspb.2025.2546.
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Otsubo M, Nishio H, Kudoh H, Honjo MN (2025) Turnip Mosaic Virus 
Infection in a Perennial Arabidopsis Reduces Aphid Fecundity in the Natural 
Environment. Molecular Ecology 34(22): e70140. DOI: 10.1111/mec.70140.

植物ウイルスの多くは、アブラムシなどの吸汁昆虫によって運ば
れて感染を広げていきます。アブラムシは単為生殖により植物上で
増殖して分散するため、ウイルスの感染は急速に広がり、農作物へ
甚大な被害を及ぼします。一方で野生植物を見てみると、ウイルス
の感染率は0～60%の報告が多く、自然環境下ではウイルスが感染
を広がりにくくするメカニズムがあるのではないかと考え、研究を
行いました。

本研究では、アブラナ科多年草のハクサンハタザオ（Arabidopsis 
halleri subsp. gemmifera）と、自然生育地で本植物での感染・寄生が確
認されているカブモザイクウイルス（Turnip mosaic virus）および媒
介昆虫であるアブラムシ（主にMyzus persicae）を対象に、野外調査・
室内実験・網羅的遺伝子発現解析の３つの手法を組み合わせて研究
を行ないました。

野外調査では、私たちの調査地でアブラムシが発生する4月から
6月にかけて、70株のハクサンハタザオ上にいるアブラムシの個体
数を追跡調査しました（図1a）。週１回の頻度で合計7回の調査を行っ
たところ、ウイルス感染植物上では、非感染植物よりアブラムシ数
が有意に少ないことが明らかになりました。続いて、感染植物上で
アブラムシ数が少ない要因を明らかにするために室内実験を行っ
たところ、感染植物上でアブラムシの産仔数が少なくなることが明
らかになりました（図1b, c）。一方で、アブラムシが非感染植物を好
んだり、感染植物を忌避したりする行動は観察されませんでした。
これは、アブラムシによってウイルスが運ばれる頻度が低くなるこ
とを示唆しています。

さらに、ハクサンハタザオの網羅的遺伝子発現解析を行い、植物
がウイルス感染やアブラムシ寄生に対してどのように遺伝子発現
を変化させているのかを明らかにしました。発現変動遺伝子の半分
以上は、ウイルスとアブラムシのそれぞれに対して発現レベルを逆
方向に変化させ、両方存在する時はどちらも存在していない時と同
程度の遺伝子発現を示していました（図２a）。

このような、ウイルスとアブラムシそれぞれに対する拮抗的な植
物応答が、両者存在下で遺伝子発現幅を減衰させる現象を “カウン
ター減衰（Counter attenuation）”と名づけ報告しました。これは、「ウ
イルスが感染することでアブラムシへの防御遺伝子の多くは発現
上昇するのではないか」という、私たちの当初の予想に反する結果
でした。アブラムシは植物の遺伝子発現を吸汁しやすくなるように
変化させますが、ウイルス感染によりそのような遺伝子発現変化が
あらかじめ逆方向に変化しアブラムシによる遺伝子発現変化が減
衰させられることが明らかとなりました。この現象が、アブラムシ
数の抑制につながった可能性があります。また、本研究では網羅的
遺伝子発現解析の結果から、ウイルス感染によるアブラムシ産仔数
減少に関わる可能性の高い遺伝子を８つ報告しました。そのうち、
PHLOEM PROTEIN2-B1と呼ばれる遺伝子のハクサンハタザオにお
けるホモログの発現がウイルスに感染すると上昇すること（図２b）、
その遺伝子が機能しないシロイヌナズナの変異体上ではアブラム
シの産仔数が増加することが明らかになりました。

本研究は、ウイルス感染による植物の変化が媒介者であるアブラ
ムシの産仔数を抑制し、新規ウイルス感染を抑制する可能性が高い
ことを示すことができました。今回の研究がこれまでの研究と大き
く異なる点として、自然環境下にあり、複数年にわたって生きるこ
とができる植物と、その植物集団に10年以上感染しているウイル
ス系統を研究対象にしたことが挙げられます。本研究から、ウイル
スの感染を抑制するメカニズムをもつことが自然生態系における
急速なウイルス感染拡大を防ぎ宿主植物集団が維持され続けるた
めに重要であることが示唆されます。
  今後は自然環境下のどのような要因が、植物―ウイルスーアブラム
シの三者関係を維持するのに重要かを探っていきます。具体的には
植物の種類や寿命の違い、感染しているウイルスの系統の違い、農薬
散布などの人為的な影響の有無などに着目し研究を進めていきます。

本研究は、京都大学生態学研究センターの大坪雅 博士課程大学院生（発表当時）、本庄三恵 准教授(発表当時)、西尾治幾 連携講師
（兼:滋賀大学講師）、工藤洋 教授からなる研究グループで得られた成果です。カブモザイクウイルスに感染したアブラナ科多年草の
ハクサンハタザオ上で、アブラムシの産仔数が減少することを発見しました。さらに、網羅的遺伝子発現解析の結果、ウイルス感染は
アブラムシの吸汁·繁殖に関連する植物の遺伝子の発現量を変化させることを明らかにしました。

大坪　雅
おお つぼ　　みやび

秋田県立大学　生物資源科学部
生物生産科学科　植物保護研究室　助教

専門は分子生態学 · 植物保護学

▲図 1　野外調査及び室内実験の様子と結果
(a) 調査地で観察されたハクサンハタザオ上のアブラムシ。
(b) 室内実験の様子。(c) 室内実験の結果。 アブラムシ成虫 1 匹あた
りの産子数はウイルスに感染した植物上で少ない。

▲図 2　遺伝子発現解析の概要
(a) k-means クラスタリングの結果を基に描いたヒートマップ。
1 本の線が 1 つの遺伝子を示す。左から植物に両方存在しない、アブラムシ、
ウイルス、両方存在のときの植物の遺伝子発言を示す。赤が発現量が高く、
青が発現量が低いことを示す。
(b) アブラムシ吸汁・繁殖に関わる遺伝子の遺伝子発現レベルの例。条件間
で有意な差がある場合、箱ひげ図の上に異なる文字を付した。

ウイルスに感染した植物上でアブラムシの産子数が抑制される
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アリが種子を運ぶ現象は「アリ散布」と呼ばれます。一般に、アリ散布植物の種子にはエライオソームという脂肪分に富
んだ付属体があり、これがアリを引き寄せます。アリは種子を巣へ運び、栄養分の多い部分を食べた後、種子本体を無傷のま
ま巣の外や内部に捨てます。その結果、植物は種子を親株から離れた場所へ運んでもらうことができ、親株や兄弟個体との
競争、あるいは種子食者による捕食を避けやすくなります。

本研究では、青森県弘前市と滋賀県大津市の本研究センター敷地内の草地で野外調査を実施した結果、いずれの地域にお
いても主にトビイロシワアリがエノコログサの種子を高頻度で運ぶことが確認されました。エノコログサの種子は調査し
たすべての地点でアリに運ばれ、種子のアリによる回収率は最大で90％以上に達しました。また、運ばれた距離は平均約38 
cmでした。一方、近縁種のアキノエノコログサでは、同じアリによる回収率は10～25％程度にとどまり、運搬距離も平均約
14 cmと短いものでした。このことから、近縁な植物であっても、アリに運ばれやすい性質には大きな違いがあることが分
かりました。

室内実験でも、エノコログサの種子はトビイロシワアリによって速やかに巣へ運び込まれることが確認されました。また、
アリはエノコログサの種子の外側にある果皮を食べ、中の種子は無傷のまま巣の外へ排出されること、果皮には脂質が豊富
に含まれていることが確認されました。これは、果皮がアリにとって餌資源として利用され、同時に種子散布を促す役割を
果たしていることを示しています。さらに、果皮を取り除いた実験では、アリによる回収率が80％から20％へと大きく低下
しました。この結果から、エノコログサの果皮がエライオソームとして機能していることが確かめられました。

エノコログサは、ゲノム情報や多様な変異体が整備されており、進化生物学や集団遺伝学のモデル植物としても注目され
ています。今回、この植物でアリ散布共生が見つかったことにより、植物と動物の共生関係を遺伝子レベルで解明する新た
な道が開かれたと言えます。

私たちにとってごく身近な雑草の中にも、動物との巧みな関係が存在しています。本研究は、日常の風景の中にある植物が、
どのように動物を利用しながら分布を広げ、多様化してきたのかを考えるうえで、重要な手がかりを与えてくれる成果とな
りました。

道端や空き地でよく見かける「ねこじゃらし」ことエノコログサ。その身近な植物に、これまで知られていなかった動物との共生関係
が隠されていることが明らかになりました。私たちのチームは、イネ科の一年生草本であるエノコログサとアキノエノコログサの種子
が、アリによって運ばれることを発見しました。イネ科植物でアリによる種子散布共生が確認されたのは、今回が初めてとなります。

山尾 僚
やま  お　 あきら

▲図　道端に生えるエノコログサ（左）とその種子を運ぶトビイロシワアリ（右）

Kimura A, Ohsaki H, Kaneko T, Yamawo A (2026) Ant-mediated seed dispersal in the Poaceae: Evidence of 
myrmecochory in green foxtail (Setaria viridis) and giant foxtail (Setaria faberi). Plant Species Biology 41(1): e70040.  
DOI: 10.1111/1442-1984.70040.

名城大学農学部・助教
専門は生物間相互作用、
空間生態学、景観生態学

大崎　晴菜
おお さき　     はる な

京都大学大学院理学研究科・博士後期課程
専門は植物生態学、作物栽培学

金子 拓斗
かね こ　   たく  と

身近な“ねこじゃらし”で見つかった、アリとの種子散布共生

京都大学生態学研究センター・教授
専門は生態学、生物間相互作用、

相利共生



2424

RESEARCH HIGHLIGHTS

─研究ハイライト

Yamawo A, Ishikawa H, Takekawa M, Nakashima N, Ohsaki H, Mukai H, Kanno Y, Seo M, Todoroki Y, Takeuchi J, Sawa 
S (2026) Isopod feces-mediated shifts in germination timing enhance seedling establishment. New Phytologist 249(4):  
1909-1919. DOI: 10.1111/nph.70750.

研究対象としたのは、多年生植物のオオバコと、その芽生えを食べるダンゴムシ類です。オオバコの種子は、ダンゴ
ムシやワラジムシの糞が近くにあると発芽を一時的に抑制しました。室内実験では、種子だけを播いた場合には約
97％が発芽したのに対し、ダンゴムシの糞と一緒に播いた場合の発芽率は約20％まで低下しました。一方で、糞を水
で洗い流すと、発芽していなかった種子はすぐに発芽を再開しました。

野外実験でも、この仕組みが実生の生存に役立つことが示されました。糞がある条件では、オオバコの発芽は雨天時
に集中しました。雨の日にはダンゴムシの地表での活動が低下するため、発芽直後の幼根が食べられにくくなります。
その結果、糞がある条件では、糞がない条件に比べて実生の生存率が高まりました。

さらに詳細な化学分析により、糞中に含まれる発芽抑制成分として、植物ホルモンの一種であるアブシジン酸（ABA）と、
糖の一種であるトレハロースが特定されました。ABA単独では十分な発芽抑制効果を示しませんでしたが、トレハロー
スと組み合わさることで、低濃度でも発芽を強く抑制することが分かりました。これは、種子が糞中の特定の化学物質　
を単なる環境ストレスではなく、植食者の存在を知らせるシグナルとして利用している可能性を示しています。

この研究は、種子が植食者由来の化学情報を読み取り、自らの発芽時期を調整することで食害を回避できることを
示した重要な成果となりました。今後、同様の現象が他の植物や動物の組み合わせでも見られるのかを調べることで、
植物と動物の新たな関係性がさらに明らかになることが期待されます。

植物の種子は、いつ発芽するかを慎重に決めています。光や温度、水分などの環境条件に応じて発芽時期を調整することはよく知られ
てきました。今回、私たちの研究チームは、植物の種子が植食者であるダンゴムシの糞に含まれる化学物質を感知し、食害を避けるよ
うに発芽のタイミングを変えていることを明らかにしました。

▲図　本研究で明らかになったオオバコとダンゴムシの相互作用の概略図。
ダンゴムシの糞に含まれる 2 つの化学物質が発芽を一時的に抑制し、雨天時に
安全な発芽タイミングを生み出す。

山尾 僚
やま  お　 あきら

名城大学農学部・助教
専門は生物間相互作用、空間生態学、景観生態学

大崎　晴菜
おお さき　     はる な

種子は、植食者の“糞”を手がかりに発芽のタイミングを変える

京都大学生態学研究センター・教授
専門は生態学、生物間相互作用、相利共生
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寄生虫の行動操作は河川に栄養素をもたらす―物質循環を駆動するメカニズムの
解明に期待―

我々人間のサプリメントとしてもよく知られるエイコサペンタエン酸（EPA）は、様々な動物の脳や神経系の発達に関わり、その生存、成長、繁殖を
左右します。EPAは主に珪藻やクリプト藻といった一部の藻類（水域の一次生産者）に作られ、陸上では EPA を作ることのできる生物はほとんど
知られていません。藻類を食べる水生昆虫が羽化に伴って河川や湖沼で蓄積した EPA を陸域に運び、鳥類などの陸上動物に栄養を供給すること
が近年の研究で明らかになりつつあります。こうした一方向的な EPA 供給を実証する研究例が増えつつある一方、陸上生態系から水圏生態系へ
のEPA輸送の重要性はほとんど検証されていませんでした。

Medo A, Sato T (2026) Nematomorph parasites potentially drive nutritional fl ow from terrestrial to aquatic ecosystems. 
PNAS Nexus 5(7): pgag201. DOI: 10.1093/pnasnexus/pgag201.

第2著者第１著者

め　ど　あや  の

温帯の河畔林では、ハリガネムシに寄生されたカマドウマ（陸生無脊椎動物）
が行動操作によって河川へ飛び込まされ（写真１）、魚類の餌となります。先行
研究では、こうしたカマドウマがイワナの年間エネルギー摂取量の約60%を占
めることも示されていました（写真２）。カマドウマは、羽化した水生昆虫を食
べることで、ハリガネムシに感染します。そこで我々は、カマドウマが羽化した
水生昆虫を食べて EPA を蓄積し、さらにその後の行動操作によって河川へ移
動することで、森から川にすむ魚類へのEPAの輸送が生じていると予想しました。

この予想を検証するために、まず（１）世界各地の温帯河川で観測された水
生昆虫の EPA 含量のデータを統合し、（２）カマドウマに含まれる EPA 量と比
較をおこないました。さらに、（３）これらのデータを用いて、イワナが水生昆虫
とカマドウマそれぞれから摂取した EPA 量を推定しました。その結果、カマド
ウマ１匹あたりのEPA含量は、水生昆虫の約4-17倍であることがわかりました。
また、イワナは、8月には、水生昆虫と比較して1.6‒2.1倍、10月には24.3‒60.9
倍多くのEPAをカマドウマから得ていると推定されました。すなわち、本研究
の成果は、ハリガネムシによるカマドウマの行動操作が、森から川へのエネルギー
フローだけでなく、EPAのような動物の成長や繁殖に重要な栄養素のフローも
生み出すことを示しています（図1）。

本研究の成果は、EPA の主要なフローは水域から陸域への一方向であるとい
う従来の見方を覆すものです。EPA は動物の成長や繁殖に関わることが知ら
れています。このため、生態系内外でのEPAのフロー
は、高次捕食者の個体数を左右し、ひいては窒素やリ
ン循環よりも強く食物網構造の制御に関わる可能性
があります。カマドウマの比較的高いEPA含量は、彼
らがハリガネムシに感染する経路である、EPA含量の
高い水生昆虫を食べることに起因すると考えられま
す。しかし近年、EPAを自身の体内で合成する土壌動
物が発見され始めています。そのため、カマドウマが
EPAを合成する土壌動物を食べる、あるいはカマドウ
マ自身もEPAを合成する可能性を捨てきれません。
今後の研究で、カマドウマがどこからどれくらいの割
合で EPA を摂取しているのかを明らかにすることで、
生態系間の栄養素フローへの理解がさらに深まると
期待されます。

▲写真 １　調査河川の水面に浮かぶカマドウマ

▲写真２　調査河川に生息しているイワナ．
夏から秋に、大量のカマドウマを捕食していた。

▲図 1　ハリガネムシに寄生・行動操作されたカマドウマによる陸域
から水域への EPA フローの概要
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博士

 野口　幹仁
森林地下部における植物根微生物叢の集合過程とそのキーストーン駆動者
Ecological processes and keystone drivers of forest root-microbiome assembly

 田中　良輔
多様な移住性⿂類による淡⽔域への海洋資源輸送
Marine-derived resource transport to a freshwater system produced by diverse migratory f ishes

 大坪　雅
自然環境下でカブモザイクウイルスが宿主植物ハクサンハタザオと媒介昆虫アブラムシに与える効果
Effects  of  turn ip  mosa ic  v i rus  on a  host ,  Arab idops is  ha l ler i ,  and vectoraph ids in  a  natura l 
environment

 金　普文
地下資源をめぐる植物の競争と協力に関する理論研究
Theoretical Studies on Plant Competit ion and Cooperation forBelowground Resources

修士

藤野　雅也 海水魚の腸内細菌叢における時空間動態
Spatiotemporal Dynamics of the Gut Microbiota in Marine Fish

村田　旺史 硫気孔原における植物根部微生物叢の解明
Elucidation of the root-associated bacterial and fungal communities in solfatara fields

一甲　
アレクサンドラ　
愛美子

積雪域と非積雪域に生育するハクサンハタザオの越冬環境および生理状態の比較
Comparison of environments and physiological states of overwintering Arabidopsis halleri  in snow-covered and 
snow-free habitats

2025年度　博士・修士学位取得者と論文タイトル

受賞者名 受賞名 受賞研究課題・受賞講演名・受賞論文等
大竹　裕里恵 第 14 回日本生態学会奨励賞 / 鈴木賞 動物プランクトンと挑む生態学：レトロスペクティブとモニタリング

の統合を目指して
吉田　直史
工藤　洋
本庄　三恵

東北植物学会 15 回大会 / ポスター賞優秀発表賞 ウイルス長期感染による宿主植物の環境応答性の変化

土居　健央
山尾　僚

第 73 回日本生態学会ポスター賞 /〈群落・遷移・更新〉
優秀賞

形質は種間のニッチの違いを説明するか：草本競争実験によるアプロー
チ

本吉　亮介
山尾　僚

第 73 回日本生態学会ポスター賞 /〈植物個体群・
生活史・繁殖〉優秀賞

動物付着散布型植物は背丈が低いのか：キク科の種子散布様式と植物
高の相関進化の検証

藤田　翔 第 41 回個体群生態学会 / 優秀ポスター賞 河川の空間構造は温暖化でのサケ科魚類の生活史多様性を維持する

井上　輝紀 第 6 回研究交流会 / 理学研究科銀楓賞 種子散布者の糞がもたらす芽生えの好適な微生物環境

受 の お賞 せら知

◆大竹裕里恵助教が、2026 年度第 14 回日本生態学会奨励賞 / 鈴木賞を受賞
しました。

「動物プランクトンと挑む生態学：レトロスペクティブとモニタリングの統合を目指して」

【受賞内容】
湖沼の堆積物とその中に保存された枝角類（ミジンコ類）の遺骸や休眠卵を分析することで、ミジンコ（Daphnia 

cf. pulex）の集団遺伝構造から枝角類群集、湖沼生態系まで、生態系構成要素を横断して成り立ちと長期変動を明らか
にした。これらを通じ、群集集合・個体群形成・環境適応・遺伝的多様性の維持機構といった生態学における主要命題
に関する知見の取得を行った。枝角類群集については、湖沼形成初期には底生性種の身からなる群集が成立し、富栄
養化と共に浮遊性群集へ置き換わること、群集の主な制御要因が時間経過に伴いボトムアップ制御からトップダウ
ン制御に変わることを示した。更に、ミジンコ個体群について、個体群形成初期から近年まで単一の遺伝子型が優占
し続け、低い遺伝的多様性で集団が維持されてきたことがわかった。近年、優占遺伝子型と遺伝的に離れた遺伝子型
が出現したが、これらの共存には異なる日長応答に起因する休眠導入の違いが寄与している可能性を、堆積物中の
休眠卵から孵化させた個体の飼育実験と数理モデルから明らかにした。

【受賞コメント】
長く取り組んできた堆積物コアを用いた動物プランクトン研究を生態学においても評価いただき、嬉しい限り

です。堆積物で得られる過去の長期動態と、現在琵琶湖で取り組んでいる現生プランクトンの長期モニタリングを
統合できるよう邁進したいです。
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2025年度　生態研セミナー開催報告
◉毎月第3金曜日（3月・8月は除く）に、センター外の方々も自由に参加できるセミナーを開催しています。本セミナー
は生態学研究センターにて開催し、会場への直接参加による視聴と合わせて、講師の同意が得られる場合にはWeb上 
でもセミナーのリアルタイム配信を行なっています。2025年度は、対面とZoom を用いたオンラインセミナーを計
16回開催しました。これについてもWeb配信に準じて扱い、講師の同意が得られた場合には外部に公開しました。

開催日 タ 　 イ 　 ト 　 ル 講 演 者 所 　 属
第 364 回 4月18日 乾燥ストレスによる樹木のエンボリズム発生とその後の機能回復 小笠真由美 森林総合研究所関西支所

シジュウカラ語の発見と動物言語学の挑戦 鈴木俊貴 東京大学先端科学技術研究センター

第 365 回 5月16日 Molecular Microbial Ecology of Natural and Built 
Environments

O l a  A . 
Olapade

Biology Department, Albion College, 
Michigan, USA

Multiple Stressors and Freshwaters under Global Change Je r emy  J . 
Piggott

Discipline of Zoology, Trinity College Dublin, 
The University of Dublin, Ireland

Plankton engineering: sustainable solutions for overgrown 
macrophytes and harmful algal blooms

Xin Liu Guangxi Academy of Marine Sciences, 
Guangxi Academy of Sciences, China / 
Visiting Associate Professor, Center for 
Ecological Research, Kyoto University

スペシャル 6月2日 Cross-domain insights into plant and human microbiomes: 
implications for biodiversity, ecosystem function, and 
global change

I s a b e l l e 
L a f o r e s t -
Lapointe

Université de Sherbrooke, Canada

第 366 回 6月20日 ヒトを知るための霊長類学：自然人類学と生態学の交点から見
る日本の霊長類学史

足立薫 京都産業大学現代社会学部

生態人類学と学際的共同研究 河合香吏 東京外国語大学アジア・アフリカ言語文
化研究所

第 367 回 7月18日 植物の微弱光環境適応 後藤栄治 九州大学大学院農学研究院

光化学系II膜表在性タンパク質の分子進化と機能 伊福健太郎 京都大学大学院農学研究科

スペシャル 7月25日 Elementary: How Chemical Elements Shape Ecology A n g e l i c a 
L o r e n a 
G o n z a l e z 
Gajardo

Rutgers University / Visiting Associate 
Professor, Center for Ecological 
Research, Kyoto University

Amazing diversity of zooplankton Mingbo Yin Fudan University

スペシャル 9月12日 Is the world wormier than it used to be? Answers from a 
new sub-discipline: The historical ecology of parasitism

C h e l s e a 
Wood

School of Aquatic and Fishery Sciences, 
University of Washington

第 368 回 9月19日 二つの多細胞世界のお話―細胞性粘菌と後生動物から考える多
細胞性の進化

金　孝竜 順天堂大学医学研究科生化学・生体シス
テム医科学講座

配偶子有性生殖の起源とisogamy（同型配偶）からanisogamy
（雄と雌）への進化

安井行雄 香川大学農学部昆虫学研究室

スペシャル 9月29日 Phenotypic and genetic basis of polyploid success in 
Rorippa

T ing-Shen 
Han

Xishuangbanna Tropical Botanical 
Garden, China; Max Planck Institute for 
Plant Breeding Research, Germany

第 369 回 10月17日 植物適応戦略の多様性と生態系機能―機能形質に基づく理解― 黒川紘子 京都大学大学院農学研究科

アラスカ内陸部永久凍土林における植物の生き方 甘田岳 森林研究・整備機構

第 370 回 11月14日 The current status of human–primate conflict in Sri Lanka: 
A review

Charmalie A. 
D. Nahallage

University of Sri Jayewardenepura 
/ Distinguished Visiting Professor, 
Center for Ecological Research, Kyoto 
University

長期継続調査と直接行動観察＋αで見えてきた霊長類の世界 松本卓也 信州大学理学部

第 371 回 12月12日 ゲーム理論を通してみる生態学の世界 伊藤公一 同志社大学理工学部

ダイナミックな河川渓畔林生態系 宇野裕美 東北大学大学院生命科学研究科

第 372 回 1月16日 「もっとも新しい統合」から「次なる展開」へ：進化群集生態
学の挑戦

内海俊介 北海道大学大学院地球環境科学研究院

生物多様性指標でいろいろなものを数えてみよう！ 入谷亮介 理化学研究所数理創造研究センター

第 373 回 2月20日 ミジンコにおける環境に応じた繁殖戦略の制御 加藤泰彦 大阪大学大学院工学研究科

形質動態とその生態学的影響 柴﨑祥太 同志社大学文化情報学部

スペシャル 3月9日 The ecology and conservation of native orchids D e n n i s  F. 
Whigham

Smithsonian Environmental Research 
Center, MD, USA

Parasites in the age of extinction and ecological disruption Mackenz ie 
Kwak

Laboratory of Parasitology, Hokkaido 
University

スペシャル 3月17日 合成倍数体から探る倍数体エピジェネ進化の方向性 清水（稲継）
理恵

チューリッヒ大学進化生物学・環境学研
究科
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2026年度 運営委員・共同利用運営委員名簿

運営委員                                                                   ☆議長

 氏 　名 所 　属 任 　期

議長

（☆） 生態学研究センター長 2026.4.1～2028.3.31

第1号委員

中野 伸一 生態学研究センター・教授 2026.4.1～2028.3.31

山内 淳 〃 〃

工藤 洋 〃 〃

山尾 僚 〃 〃

佐藤 拓哉 〃 〃

本庄 三恵 〃 〃　

谷内 茂雄 生態学研究センター・准教授 〃

樋口 裕美子 〃 〃

大竹 裕里恵 生態学研究センター・助教 〃

第2号委員

佐  々真一 京都大学大学院理学研究科長　　　　　　 2025.4.1～2027.3.31

田尾 龍太郎 京都大学大学院農学研究科長 2026.4.1～2027.3.31

宮下 英明 京都大学大学院人間・環境学研究科長 2025.4.1～2027.3.31

小嶋 浩嗣 京都大学生存圏研究所長 2026.4.1～2028.3.31

岡本 正明 京都大学東南アジア地域研究研究所長 〃

平田 聡 京都大学野生動物研究センター長 2025.4.1～2027.3.31

第3号委員

内海 俊介 北海道大学大学院地球環境科学研究院・
教授 2026.4.1～2028.3.31

占部 城太郎 東北大学アドミッション機構・特定教授 〃

阿部 晴恵 新潟大学佐渡自然共生科学センター・准教授 〃

宮下 直 東京大学大学院農学生命科学研究科・教授 〃

村岡 裕由 東京大学大学院農学生命科学研究科・教授 〃

長尾  誠也 金沢大学環日本海域環境研究センター・教授 〃

陀安 一郎 総合地球環境学研究所・教授 〃

半場 祐子 京都工芸繊維大学応用生物学系・教授 〃

塩尻 かおり 龍谷大学農学部・教授 〃

片野 泉 奈良女子大学研究院自然科学系・教授 2025.4.1～2027.3.31

巌佐庸 九州大学・名誉教授 2026.4.1～2028.3.31

佐竹 暁子 九州大学大学院理学研究院・教授 〃

辻 瑞樹 琉球大学農学部・教授 2026.4.1～2027.3.31

共同利用運営委員                                                                ☆議長

 氏 　名 所　 属 任 　期

議長

（☆） 生態学研究センター・教授　　　 2026.4.1～2028.3.31

第1号委員

山内 淳 生態学研究センター・教授 2026.4.1～2028.3.31

工藤 洋 〃 〃

山尾 僚 〃 〃

佐藤 拓哉　　 〃 〃

本庄 三恵 〃 2026.6.1～2028.3.31

第2号委員

佐  々真一 京都大学大学院理学研究科長　　　　　　 2025.4.1～2027.3.31

田尾 龍太郎 京都大学大学院農学研究科長 2026.4.1～2027.3.31

宮下 英明 京都大学大学院人間・環境学研究科長 2025.4.1～2027.3.31

小嶋 浩嗣 京都大学生存圏研究所長 2026.4.1～2028.3.31

岡本 正明 京都大学東南アジア地域研究研究所長 〃

平田 聡 京都大学野生動物研究センター長 2025.4.1～2027.3.31

第3号委員

内海 俊介 北海道大学大学院地球環境科学研究院・
教授 2026.4.1～2028.3.31

占部 城太郎 東北大学アドミッション機構・特定教授 〃

阿部 晴恵 新潟大学佐渡自然共生科学センター・准教授 〃

宮下 直 東京大学大学院農学生命科学研究科・教授 〃

村岡 裕由 東京大学大学院農学生命科学研究科・教授 〃

長尾 誠也 金沢大学環日本海域環境研究センター・教授 〃

陀安 一郎 総合地球環境学研究所・教授 〃

半場 祐子 京都工芸繊維大学応用生物学系・教授 〃

塩尻 かおり 龍谷大学農学部・教授 〃

片野 泉 奈良女子大学研究院自然科学系・教授 2025.4.1～2027.3.31

巌佐 庸 九州大学・名誉教授 2026.4.1～2028.3.31

佐竹 暁子 九州大学大学院理学研究院・教授 〃

辻 瑞樹 琉球大学農学部・教授 2026.4.1～2027.3.31

木庭 啓介 中野 伸一
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2026-2027 年度の協力研究員を募集しています
生態学研究センターでは共同利用・共同研究拠点として、開かれた研究活動を活発化するために、協力研究員制度を設
けています。協力研究員は、担当教員と相談のうえ、施設の一部をセンター員に準じて利用することができます。共同
利用施設の利用にあたっては、共同利用研究申請書を提出し、所定の手続をしてください。協力研究員は、本センター
の協議員会の議に基づきセンター長が委嘱します。なお、協力研究員は生態学研究センターの研究活動の協力者であり、
生態学研究センターに在籍する身分として認められるものではありません。

任期：2026 年 4 月 1 日〜 2028 年 3 月 31 日までの 2 年間
・申請は随時受け付けています。
・申込書を生態学研究センターのホームページ（http://www.ecology.kyoto-u.ac.jp/fellow.html）からダウンロード
いただき、下記の共同利用担当までメール添付にてお申込み下さい。
-------------------------------------------
 　【申請・問い合わせ先】
 　〒 520-2113　滋賀県大津市平野 2 丁目 509 － 3
 　京都大学生態学研究センター・共同利用担当
    　電子メール：kyodo-riyo[at]ecology.kyoto-u.ac.jp（[at] は @ に変えてください）

   電話：077 － 549 － 8200 
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氏　名 所　属　等 課　　題　　名

大西 雄二 総合地球環境学研究所 基盤研究部・特任助教 安定同位体と生態化学量論による生態系構造の高精度解析

奥田 昇 神戸大学内海域環境教育研究センター・教授 流域の生物多様性と生態系多機能性

小沢 晴司 公立宮城大学　事業構想学群　教授 地域景観の魅力再発見と災害からの再生、干拓と生物多様性

酒井 章子 香港バプテスト大学社会学部地理学科・准教授　　 植物の繁殖をめぐる植物―昆虫―微生物相互作用

森 豊彦 人と自然の共生ネット・会長　　 生態学的手法による地域活性化 

野崎 健太郎 椙山女学園大学教育学部・准教授
1. 火山地帯の無機酸性河川の生物相と物質代謝過程の解明
2. 陸水域を対象にした自然体験教育の実践と効果測定
3. 糸状の接合藻 Spirogyra 属の形態分類の再検討

由水 千景 総合地球環境学研究所・上級研究員 安定同位体比を用いた水域の物質循環研究

岡崎 友輔 京都大学化学研究所・助教 環境ゲノム解析を活用した琵琶湖微生物生態系の研究

亀田 佳代子 滋賀県立琵琶湖博物館・館長 生態系における鳥類の機能および鳥類と人との歴史的関わりの解明

池谷 透 立命館大学理工学部・授業担当講師 琵琶湖北湖の溶存メタン動態と細菌群動態の解明

髙野（竹中） 
宏平 長野県環境保全研究所・自然環境部・研究員 サトイモ科植物の送粉生態及び希少植物の保全

成田 哲也 所属なし 琵琶湖における底生動物の長期変遷に関する研究

2026年度 協力研究員名簿
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京都大学生態学研究センター
  運営委員会（第 78 回）議事要旨

日　時：　令和 8 年３月 4 日（水）13：30 ～ 14：13
場　所：　zoom によるオンライン
出席者：　運営委員 26 名

（議事前）
○最初に、議長から定足数について確認があり、会議が成立している旨の発
言があった。
○前回（第７７回（令和７年３月１１日開催））運営委員会議事要旨案につ
いて確認があり、承認された。

（審議事項）
特になし

（報　告）
１．運営委員会委員（令和８年４月）について

木庭議長から、資料１に基づき、運営委員会委員（令和８年４月）について、
交代等の報告があった。

石田委員、半谷委員、田中委員、山本委員から、退任の挨拶があった。

２．デパートメント制への移行についてについて
木庭議長から、資料２に基づき、昨年１２月１９日付で京都大学は国際卓

越研究大学の認定候補となることが適当であるとの審査結果が文部科学省
より公表され、これに付随して生態学研究センターにおいてもデパートメ
ント制への移行に向けた検討をしている旨の報告があった。

辻委員から、デパートメント制への移行に関する意見があった。

３．定員の移管について
木庭議長から、資料３に基づき、令和８年４月１日付けで本学理学研究科

附属霊長類フィールド研究センターが設置されることになったことに伴い、
生態学研究センターから定員の移管をすることとなり、半谷准教授と田中
助教（ダブルアポ）が異動することになった旨の報告があった。

４．教員の人事について
木庭議長から、令和７年１１月１日付で佐藤拓哉氏が教授に昇任したこ

と、令和８年３月１日付けで髙松巧特定助教を採用したこと、定年に伴う教
授ポストと昇任に伴う准教授ポストの教員候補者選考の開始をしたこと及
び令和８年４月１日付けにて村瀬偉紀特定助教（白眉センター所属、受入
教員は佐藤拓哉教授）を受入れることになった旨の報告があった。

５．令和８年度日本学術振興会特別研究員（新規・継続）の受入れについて
木庭議長から、資料４に基づき、令和８年度日本学術振興会特別研究員（新

規・継続）の受入れについて、報告があった。

６．ソウル国立大学データイノベーション科学研究所（IDIS）とのMOU
の締結と国際シンポジウムの開催について
　木庭議長から、資料５に基づき、ソウル国立大学データイノベーショ
ン科学研究所（IDIS）とMOU（IDIS-CER）を昨年５月１日に締結し、
同年１２月３日にIDISと国際シンポジウム“Bridging Multi-omics and 
Ecology: From Molecules to Ecosystems”を共同開催した旨の報告が
あった。

７．生態研セミナーについて
木庭議長から、当センターのセミナーを毎月第３金曜日にハイブリッド

式で実施している旨の報告があった。

８．京大ウィークス（一般公開）について
木庭議長から、資料６に基づき、昨年１１月８日に京大ウィークス（一般

公開）を開催した旨の報告があった。

９．DIWPAの国際生物学コース（DIWPA International Field Biology 
Course）について

木庭議長から、DIWPAの国際生物学コースの研修を１月にスリランカに
おいて実施した旨の報告があった。

１０．令和７年度外部資金等の受入れについて
木庭議長から、資料７に基づき、令和７年度外部資金等の受入れについて、

報告があった。

１１．生物多様性・生態系研究基金への寄附について
木庭議長から、今年度の生物多様性・生態系研究基金への寄附の受け入れ

状況について、報告があった。

１２．その他
木庭議長から、予算が逼迫していることに伴い、次年度の（機関）研究員

及び外国人招へい研究員の雇用を一次停止させることになった旨の報告と
現在の教員公募状況と今後の人事の進め方に関する説明があった。

京都大学生態学研究センター
共同利用運営委員会（第 39 回）議事要旨

日　時：　令和 8 年３月 4 日（水）14：20 ～ 15：05
場　所：　zoom によるオンライン
出席者：　共同利用運営委員 19 名、陪席 1 名

（議事前）
○議長から定足数について確認があり、会議が成立している旨の発言があっ
た。
○木庭センター長を陪席させることについて確認があり、承認された。
○共同利用運営委員会（第３７回・令和７年３月１１日開催）議事要旨案及
び共同利用運営委員会（第３８回・令和７年１０月２０日開催）メール会議
議事要旨案について確認があり、承認された。

（議　題）
１．共同利用運営委員会委員について

中野議長から、令和７年度以降に変更のある委員について報告があっ
た後、資料１に基づき、次年度の本委員会の構成員について確認があり、
審議の結果、承認された。

２．令和８年度共同研究・研究集会・ワークショップの採択について
中野議長から、資料２に基づき、令和８年度の京都大学生態学研究セ

ンター全国共同利用共同研究拠点における共同研究・研究集会・ワーク
ショップの公募に対し、１７件（共同研究ａ１３件、ワークショップ４件、
研究集会０件）の申請があり、専門委員会による審査結果を踏まえ、採択
件数１５件、不採択件数２件、予定予算３４８万円とすることについて説
明があり、審議の結果、承認された。

続いて、中野議長から、昨年度の本委員会において共同研究・研究集会・
ワークショップの採択基準を求められたことから、配付資料のとおり提
案があり、審議の結果、次回からこの方針で審査を行うことになった。ま
た、一部共同研究aの申請書の様式を変更することについて説明があり、
審議の結果、承認された。

３．その他
　特になし

（報　告）
１．令和７年度共同利用採択リストについて

中野議長から、資料３に基づき、令和７年度の共同利用採択実績につい
て報告があった。

２．令和６年度共同利用・共同研究拠点形成事業費補助金（共同利用・
共同研究システム形成事業「大学の枠を超えた研究基盤設備強化・充実
プログラム」の審査結果について

中野議長から、資料４に基づき、上記事業に申請したが、採択されなかっ
た旨の報告があった。

３．第73回日本生態学会大会（京都大会）について
中野議長から、３月１１日から開催される本学会において、当共同利用・

共同研究拠点の活動に関するポスター展示を行う旨の報告があった。
山本委員から、ポスター展示のほか、プレスリリースや様々な情報発信

の活用についての提案があった。

４．その他
半場委員から、共同利用・共同研究拠点の中間評価結果の内容に関する

確認があった。
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創発的研究支援事業（JST）（1 件）、環境研究総合推進
費（1 件）、科学研究費助成事業による研究（45 件）、民
間財団寄附金による研究（8 件）などが進められている。

プロジェクト

生態学研究センターの公式のイベントである「生態研セ
ミナー」を毎月第三金曜日に開催している。本セミナーは、
講演者と世話役の教員との協議によって、(1) 生態学研究
センターにおけるセンター外の方々も参加可能な対面形式
か、(2) 主に Zoom を用いたオンライン形式のいずれかの
形で開催する。どちらの場合も、講師の同意が得られる場
合には、主に Zoom を用いた外部へのオンライン配信も
併せて行う。オンライン配信実施の可否はそれぞれのセミ
ナーで異なるので、詳細についてはセンターホームページ
でご確認ください（なおオンラインでの視聴には事前申込
が必要です）。また、生態学研究センターにて開催の対面
形式のセミナーへの参加を希望される場合、会場への道順
はセンターのホームページで確認いただけます。

生態研セミナー

センターニュースは、年 2 回（7 月、1 月）発行する予
定である。原則として冊子体の発行はせず、センターのホ
ームページにて内容を公開し、希望者には発行のお知らせ
をメール配信する。ただし、公的機関等へは冊子体版をお
届けする。センターの活動紹介の他、研究の自由な討議の
場を提供していきたい。

ニュースレターの発行

昨年度と同様、それぞれ数回開催される予定である。

運営委員会・共同利用運営委員会

京都大学では、遠隔地教育研究施設による公開講座等を
集中して実施する京大ウィークスを毎年行っている。セン
ターはその一環として秋頃に、一般公開「学校で習わない
生き物の不思議」の開催を予定している。日程などはセン
ターホームページに掲載し周知する。

公開授業

生態学研究センターにおける 2025 年度の活動予定は以下の通りです。センターニュース、セミナーなど、
センターの最新情報は、ホームページ（https://www.ecology.kyoto-u.ac.jp）で公開しています。

2026 年度
センターの主な活動予定（　　　　　）

2026 年度の共同利用・共同研究事業（予算措置のあるもの）
として、分野間の交流や若手研究者育成の観点などから、11 
件の共同研究 a、4 件のワークショップを採択した。ワークシ
ョップの開催日程などの詳細は、当センターのホームページに
掲載する。

また、共同研究ｂ・資料利用は随時募集を行う。

共同利用事業
大型分析機器：DNA 関係では DNA 多型解析、遺伝子転写定
量解析用機器など、安定同位体関係では、炭素・ 窒素同位体比
オンライン自動分析装置（元素分析計）、酸素・水素同位体比
オンライン自動分析装置（熱分解型元素分析計）、GC/C（ガス
クロ燃焼装置付き前処理装置）、高速液体クロマトグラフ付き
前処理装置を装備した安定同位体比質量分析計 deltaV plus と、
PreCon-GasBench II（自動濃縮装置付き気体導入インターフェ
イス）、元素分析計、GC/C を装備した安定同位体比質量分析
計 delta V advantage の計 2 台が稼働している。

シンバイオトロン：陸域モジュール、水域モジュールが利用可
能である。

琵琶湖観測船：高速観測調査船「はす」が稼動しており、観測
調査、実習に利用される。これらの船舶は、旧センター所在地（下
阪本）に係留されている。

実験圃場林園：センター敷地内には、実験圃場、樹種
植栽林園、林木群集実験植物園、CER の森、実験池
があり、種々の野外実験に利用されている。

　上記施設・設備の利用希望者は、事前に以下の担当者に連絡
してください。
DNA シーケンサー等関係：工藤・本庄
安定同位体関係：木庭
シンバイオトロン関係：山尾
観測船関係：合田・赤塚
実験圃場林園関係：山尾・松本・吉浪

共同利用施設

※共同利用事業については、p.10.11に掲載しています。
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日付 学校名 内容 担当・講演者 開催場所
8 月 1 日 大阪府立茨木高校 ありふれているのに知らない窒素の話 木庭 生態学研究センター

季節を測る分子メカニズム 工藤

10 月 9 日 島根県立出雲高校 植物の行動生態学 山尾 生態学研究センター

動物プランクトンで研究する生態学 大竹
11 月 14 滋賀県立膳所高校 葉の香りは自然の中でどのような役割をはたしているのだろう？ 髙林 生態学研究センター

2025年度　中学生、高校生等対象の研修・講習会の報告

生態学研究センターニュース　 No.158
 Center for Ecological Research News ～2026 July ～
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電話 :077-549-8200 （代表）　　FAX:077-549-8201
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表 紙について 　 　 　 　 　 　 　 　

今年度から導入された４代目調査船「はす」。先代の「はす」よりも大き
くなり、数々の先端観測機器を搭載している。  （中野伸一）

生態学や生態学研究センターの研究を紹介するイベントとして、オープ
ンキャンパス 2026 を 3 月 25 日に開催した。また、理学研究科生物科学
専攻と共同で生物系合同入試説明会を 4 月 25 日に開催した。

大学院進学のためのイベント

John Francis Shea
Creighton University
期間 ： 令和8年3月10日～令和8年3月24日
研究テーマ ： 寄生虫ハリガネムシ類の生活史解明

招へい研究員・外国人共同研究者の紹介

生態学研究センターニュースはバックナンバーを含め、セン
ターホームページの以下のURL からご覧いただけます。

https://www.ecology.kyoto-u.ac.jp/newsletter.html#ct3

発行のお知らせメール配信の登録、配信先の変更、配信停止
等をご希望の場合は、インターネット上の以下のフォームより
必要事項のご入力をどうぞお願いいたします。

https://ws.formzu.net/fgen/S75832635/

※図書室を運営される公的機関等へは、これまで通り
冊子体版もお届けいたします。

項目 内容

若手研究者支援 大学院生・若手研究者の研究費・海外渡航費の
支援

DIWPA DIWPA のシンポジウムや国際実習実施、広報
活動 

共同利用施設整備 全国の研究者に広く利用が開かれている研究機器・
設備の充実 

普及・啓発活動 公開講演会やオープンラボ、中高生を対象とした
実習や授業の実施 

基金の使途

センター員の異動

● 石田厚教授が3月31日付で退職しました。
● 本庄三恵准教授が6月1日付で教授に昇任しました。
● 髙松巧が3月1日付で特定助教として着任しました。
● 村瀬偉紀が4月1日付で白眉センター特定助教として着任しました。
● 半谷吾郎准教授が4月1日付で他部局に異動となりました。
● 田中洋之助教が4月1日付で他部局とのWアポイントメントとなりました。
● 髙木悠司が4月1日付で研究員として採用されました。
● 研究員の小野誠仁が3月31日付で退職しました。
● 研究員の杉阪次郎が3月31日付で退職しました。
● 研究員の湯本原樹が3月31日付で退職しました。

生物多様性・生態系研究基金について

2026年6月に井上栄子様、マイルド産業株式会社様より生物多様
性・生態系研究基金（※）へご寄付をいただきました。今後、当センター
の研究活動に役立ててまいります。

※生物多様性・生態系研究基金は、京都大学基
金の中の生態学研究センターが設置したプロ
ジェクト支援基金です。法人税法、所得税法に
よる税制上の優遇措置が受けられます。
詳細は
https : / /www.k i k in . kyoto-u .ac . jp/
contribution/biodiversity/
をご覧ください

予算措置のない共同研究 b、資料利用の申請は随時受け付けております。

共同研究 b は Googleフォームよりご申請ください。

https://forms.gle/DjYh44ZPGbwFKsCcA


